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加速する針 

 

 針が１本だけあるタイマーがあり，スタートボタンを押すと針は一定の割合で加速していき，１２０分で

１周して停止します。最初，針は図１のようにスタートボタンを指しています。以下の問いに答えなさい。 

 

   図１          図２            図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）時計の分針は毎分６度という一定の速さで進むので，速さと時間の関係を表すグラフは図２のよう

になります。これにならって，このタイマーの針の速さと時間の関係を表すグラフを図３にかきなさ

い。 

 

（２）図４に２０分，４０分，６０分，８０分，１００分の目盛りを入れなさい。１２０分の目盛りはすで

に入っています。 

 

（３）（２）にならって，タイマーにｘ分ごとに目盛りを入れたところ，図５のようにとなりあう３つの目

盛りの間の角の大きさが，１０度と１０.８度になりました。ｘと図５の○にあてはまる数をそれぞれ

答えなさい。ただし，図５の針の指す方向は正確ではありません。 

 

図４           図５ 
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加速する針 （１）解説の図①参照 （２）解説の図②参照 （３）ｘ＝４，○…４８ 

 

（１）１２０分で３６０度進むので，針の平均の速さは，３６０÷１２０＝３より，毎分３度です。針は，

（止まった状態）＝（毎分０度の速さ）から動き始めるので，一定の割合で毎分０度から毎分６度まで

加速します。よって，図①のようになります。 

 

   図① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）のグラフより，２０分後に針の速さは毎分１度になりますから，最初の２０分間の平均の速さ

は（０＋１）÷２＝０.５より毎分０.５度です。よって，針は最初の２０分間で０.５×２０＝１０（度）

進みます。 

   同様に，最初の４０分間の平均の速さは（０＋２）÷２＝１より毎分１度です。よって，針は最初の

２０分間で１×４０＝４０（度）進みます。以降も同じように求めていくと，６０分間で９０度，８０

分間で１６０度，１００分間で２５０度となるので，図②のようになります。 

 

   図② 
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（３）（２）で求めた１０度，４０度，９０度，１６０度，２５０度は，１０で割ると１，４，９，１６，

２５という平方数になります。３６０度も１０で割ると３６となるので，平方数が順に並ぶことになり

ます。また，４－１＝３，９－４＝５，１６－９＝７…というように，となりあう平方数の差を求めて

いくと奇数を順に並べることになります。 

   １０：１０.８＝２５：２７であり，２５は１３番目の奇数なので，１２番目の平方数１４４と１３

番目の平方数１６９の差にあたります。同様に，２７は１６９と１４番目の平方数１９６の差にあたり

ます。また，１０÷２５＝０.４，３６０÷０.４＝９００，９００＝３０×３０より，タイマー１周を

３０分割していることがわかるため。１２０÷３０＝４（分）ごとに目盛りを入れており，○は１２番

目の目盛りなので，４×１２＝４８（分）の目盛りです。 
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